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交付対象事業の名称 事業の概要 事業の概要（経費内容）
交付金の

種類
事業費 交付金充当額

本事業終了後に
おける実績値

外部有識者
【事業の評価】

（創生プランでの分類）
目標値
（H30.3）

実績値
（H30.3）

今後の方
針

今後の方針の理由

指標①
市内の観光入込客数
（事業開始前：1,176,306
人）

1,211,300人 1,198,165人

指標②
市内の宿泊者数
（事業開始前：89,945
人）

91,440人 85,809人

指標③
新設宿泊施設利用収入
【Ｈ29増加分】

300,000円 76,000円

指標①
昭和の町年間来街者数
（事業開始前：360,000
人）

380,000人 384,614人

指標②
昭和の町滞在時間
（事業開始前：80分）

90分 93.5分

指標③

昭和ロマン蔵有料施設
入館者数
（事業開始前：54,000
人）

64,000人 53,523人

No

⑦

本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標

2
昭和の町拠点施設利用促進事業計
画(昭和ロマン蔵)

（基本目標：Ⅰ「訪れたい」「住みた
い」を全力で応援するまちづくり）

拠点整備
（ハード）

3,858,000円

1

長崎鼻パーフェクトビーチ施設整備
計画
【推進交付金：パーフェクトビーチを
核とした里海ヘルスツーリズム事業
との関連事業】

（基本目標：Ⅰ「訪れたい」「住みた
い」を全力で応援するまちづくり）

拠点整備
（ハード）

25,384,820円

地方創生拠点整備交付金に係る事業実施結果報告（平成２９年度事業実施分）

50,823,796円

7,716,240円

　長崎鼻リゾートキャンプ場を核に「安全・清
潔・快適な海水浴場（パーフェクトビーチ）」
をコンセプトとした海辺の環境整備を行う。
　魅力ある宿泊施設を整備することで、夏
シーズンだけではない年間を通じた誘客促
進が可能となり、宿泊客の拡大と地域の活
性化を図る。
　キャンプ場全体の魅力創出を加速していく
ことで、滞在型観光の推進とともに観光消
費額の増加を図る。
　平成２９年度については、キャンプ場内の
眺望の良い場所に、周年利用可能な高級
感ある宿泊施設（ログハウス）を２棟新築し
た。また、共同シャワー室を設置し、利用者
の利便性向上と既存宿泊施設の利用促進
を図った。

【事業期間：平成29年度】

１．宿泊施設の新設
　　　　　　　　　　　　　　【43,289,640円】
２．共同シャワー室新設
　　　　　　　　　　　　　　　【5,541,480円】
３．情報発信事業
　　　　　　　　　　　　　　　　【550,756円】
４．情報発信資材等作成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　【46,116円】
５．施設魅力向上設備整備事業
　　　　　　　　　　　　　　【1,395,804円】

　「昭和の町」は、平成23年度に年間約40
万人の観光客が訪れる観光地となり、平成
24年度にまち交大賞を受賞している。しか
ながら、平成27年度には年間約36 万人ま
で観光客が落ち込んでいる。
　「昭和ロマン蔵」の施設の中でも、集客力
が弱い「絵本美術館」の内容を見直し、誘客
促進を図る。
　平成２９年度については、単に絵本の原
画を観る施設からデジタルアートを活用した
子どもから大人まで幅広い世代が楽しめる
体験型施設に改修することで、新たな魅力
を創出し誘客促進を図った。
　また、既存のデジタルアートの連携により
真玉海岸を始め市内の周遊観光の促進が
期待でき、市全体の交流人口の増を図っ
た。

【事業期間：平成29年度】

１．昭和ロマン蔵デジタルアート展示館改
修工事　　　　　　　　【6,699,240円】

２．昭和ロマン蔵デジタルアート作品運営
事業費　　　　　　  　【1,017,000円】

⑨

実績値を踏まえた事業の今後につ
いて

【地方創生に相当程度効
果があった】

　昭和の町年間来街者
数は増加しており、訪日
外国人数（インバウンド）
も増加している。
　ＫＰＩの実績状況から、
目標値を７割～８割達成
しており、本交付金事業
は、地方創生に相当程
度効果があったものと考
えられる。

予定通り事
業終了

　本事業での体験施設を
中心に、昭和ロマン蔵の魅
力を高め、昭和の町の集
客を向上させる。
　また、観光拠点施設とし
ての機能強化につなげるこ
とで市内周遊観光の促進
を図り、市全体の交流人口
の増加に努める。

【地方創生に効果があっ
た】

　宿泊施設の新コテージ
完成がH30.3であったこと
もあり、ＫＰＩの実績では、
目標値を達成していな
い。しかし、現在、新コ
テージは人気があり、利
用者が増えている。
　平成29年度の長崎鼻
の入込客数も増加してお
り、事業開始前よりも改
善しているため、本交付
金事業は、地方創生に
効果があったものと考え
られる。

事業内容の
見直し（改

善）

　利用者の利便性向上及
び施設の稼働率向上を図
り、年間を通じて収益を生
み出す施設とするため、施
設利用の運用を見直し、時
間単位でも利用できるよう
に改善する。


